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☆旬の食材あれこれ ～２月～☆
中
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お お ば
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通
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うなばらいち
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まで飛んで　　　　　　　　
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申請受付は２月20日から
臨時福祉給付金（経済対策分）

会　場 月　日

興津集会所（講義室） ４月１０日（月）

上野集会所（集会室） ４月１１日（火）

総野集会所（集会室） ４月１２日（水）

勝浦集会所（和　室） ４月１３日（木）

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引
上
げ

に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得

の
少
な
い
方
に
対
し
、
制
度
的
な
対
応

を
行
う
ま
で
の
間
の
、
暫
定
的
・
臨
時

的
な
措
置
と
し
て
『
臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）
』
を
支
給
し
ま
す
。

　

消
費
税
率
引
上
げ
（
８
％
→
10
％
）

と
軽
減
税
率
導
入
の
延
期
に
伴
い
、
平

成
29
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
９
月
ま
で

の
２
年
半
分
の
臨
時
福
祉
給
付
金
を
一

括
前
倒
し
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

○
申
請
期
間

　

２
月
20
日
㈪
～
５
月
22
日
㈪

※
郵
送
の
場
合
は
５
月
22
日
㈪
の
消
印

ま
で
有
効

○
受
付
場
所

　

勝
浦
市
役
所
２
階　

臨
時
福
祉
給
付

金
班

○
受
付
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

 

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
申
請
受
付
開
始
日
か
ら
２
週
間
程
度

は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
や
、
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
支
給
対
象
者　

・
平
成
28
年
度
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方
。

《
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

に
は
「
給
付
金
申
請
書
」
を
２
月
中

旬
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
》

※
た
だ
し
、
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
と
な
っ
て

い
る
場
合
や
、
生
活
保
護
の
受
給
者

で
あ
る
場
合
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
（
審
査
に
よ
り
不
支
給
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

※
収
入
、
所
得
が
な
い
方
で
も
未
申

告
の
場
合
は
給
付
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
申
請
を
す
る
時
は
事
前

に
税
務
課
に
て
申
告
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

○
支
給
額

 
『
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）』

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

　

１
万
５
千
円

○
提
出
書
類
（
申
請
方
法
）

①
給
付
金
申
請
書　
　
　
　

②
本
人
確
認
書
類

≪

現
住
所
記
載
・
有
効
期
限
内
の
も
の

に
限
る≫

　

運
転
免
許
証
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
官
公
庁
発
行
の

顔
写
真
付
身
分
証
明
書
、
各
種
健
康

保
険
の
被
保
険
者
証
、
介
護
保
険
証

な
ど
１
点

③
指
定
し
た
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

 

（
通
帳
も
し
く
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
写
し
）

④
代
理
申
請
の
場
合
、
代
理
人
の
本
人

確
認
書
類
と
法
定
代
理
人
の
場
合
は

代
理
関
係
が
確
認
で
き
る
書
類

※
扶
養
者
が
市
外
の
場
合
は
非
課
税

証
明
書
（
平
成
28
年
度
）
が
必
要

で
す
。

※
窓
口
で
記
入
す
る
場
合
は
、
印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
認
印
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

○
申
請
手
続
き
を
簡
略
化
し
ま
す

　
　

勝
浦
市
に
て
『
平
成
28
年
度
臨

時
福
祉
給
付
金
』
を
申
請
、
受
給

さ
れ
た
方
で
、
申
請
内
容
が
同
一

の
場
合
（
同
じ
方
が
同
じ
口
座
へ

の
振
込
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
ま

た
、
代
理
申
請
で
な
い
場
合
）
は

本
人
確
認
書
類
お
よ
び
振
込
口
座

確
認
書
類
の
添
付
（
提
出
書
類
②

と
③
）
が
省
略
で
き
、
申
請
書
へ

の
署
名
・
押
印
の
み
で
簡
単
に
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

○
出
張
申
請
受
付

 

（
受
付
時
間
９
時
～
12
時
）

○
注
意
事
項

・『
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）』

は
、
１
回
限
り
の
支
給
で
す
。

・
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
給
付
金
を
受

け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
装
っ
た
”

振
り
込
め
詐
欺
“や
”個
人
情
報
の

詐
取
“
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

○
問
合
せ

　

福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金
班

　

☎
０
４
７
０

−

73

−

４
６
０
０

 

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
～

17
時
15
分
）
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申込・問合せ　介護健康課　健康管理係　☎７３−６６１４

保健だより

※は持ちもの【各種健康相談】

　「うちの子、言葉が遅いかな？」「ママの言っていることがわかっているかな？」「子育てにイライラする」
お子さんとの遊び方を知りたいなど・・・お子さまの発達や子育てに不安をもつことはありませんか？言語
聴覚士・臨床発達心理士・保健師が個別でお話を伺います。保育士と保健師がお子さまと一緒に遊んでいま
すので、安心して先生とご相談できます。

言語聴覚士による「ことば」の相談（偶数月）
　言語聴覚士は勝浦出身の三上有佳先生です。三上先生は手作りおもちゃ作りの天才！お子さまとできる遊び
の提案もしてくれます。遊びを通して「ことば」を増やすお手伝いをしてくれます！

受付時間　１０時～１１時、１3時～14時３０分
予　約　枠　５組（相談時間４５分）
日　　程　４月２６日（水）、６月２１日（水）、８月２３日（水）、１０月１８日（水）、１２月２０日（水）、
　　　　　平成３０年２月２１日（水）

臨床発達心理士による個別相談（奇数月）
　臨床発達心理士は、大多喜町にあるこども発達支援センター「そらいろ」の中島ひろと先生です。子どもの
しかり方が分からないなど何でもお気軽にご相談ください。目からうろこのアドバイスが聞けると思いますよ！

受付時間　13時～15時３０分
予　約　枠　６組（相談時間３０分）
日　　程　５月３１日（水）、７月２０日（木）、９月６日（水）、１１月１５日（水）、
　　　　　平成３０年１月２４日（水）、３月７日（水）

平成２９年度の日程が決まりました

子育て相談ぐんぐん

●子育て相談ぐんぐん（心理発達の相談）
☞３月９日㈭　受付：１３：００～１５：３０
　こども館　＊要予約
※母子健康手帳

●乳幼児健康相談　
　対象：０歳～就学前のお子さま
　（一部には個別通知あり）
☞３月１４日㈫　受付：１３：３０～１５：００
　こども館
※母子健康手帳・アンケート（一部の方のみ）

●離乳食教室　
　対象：離乳食をこれから始めるお子さまの保護者
☞３月２３日㈭　受付：９：３０～９：４５
　芸術文化交流センター
＊要予約（１週間前までにご連絡ください）
※母子健康手帳・エプロン・筆記具・手ふきタオル

場　　所　勝浦市こども館　※予約が必要なため、事前にご連絡ください。

以下については対象者に個別通知します。
●１歳６カ月児健康診査　
　対象：Ｈ２７年８月～９月生まれの方　
☞３月１０日㈮　受付：１２：４５～１３：００
　保健福祉センター
※母子健康手帳・問診票・使用中の歯ブラシ

●３歳児健康診査　
　対象：Ｈ２５年８月～９月生まれの方　
☞３月１０日㈮　受付：１３：０５～１３：２０
　保健福祉センター
※母子健康手帳・問診票・尿・使用中の歯ブラシ

●すくすく教室　
　対象：Ｈ２６年９月～１０月生まれの方
☞３月１４日㈫　受付：９：３０～１０：３０
　こども館
※母子健康手帳・アンケート・使用中の歯ブラシ
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Katsuura 
Topics

　「２０１７かつうらビッグひな祭り」が２月２４日（金）から３月５日（日）の日程で開催されます。これに
先立ちイベントの無事開催を祈念した「成功祈願祭」が１月２８日に遠見岬神社で行われ、関係者などおよそ
５０人が列席しました。本番同様１，８００体のひな人形が飾られた石段は、新設された灯籠と相まって華や

かな雰囲気。巫女による豊
とよさか

栄の舞や、御
み

狩
かり

囃
ば や し

子
伝承会によるお囃

は や し

子などが奉納されました。

イベントの無事開催を祈念

「かつうらビッグひな祭り」成功祈願祭

みんなで一緒に楽しもう♪

園児たちの音楽鑑賞会

初水揚げに活気付く港

勝浦漁港にカツオ船が初入港

　１月２３日、芸術文化交流センターで、保育所、幼稚園
の園児たちの音楽鑑賞会が行われました。フルート、ピア
ノ、パーカッションの演奏に、園児たちは手拍子をしたり、
体を動かしたり、ラテン調の曲には声を合わせて「テキー
ラ！」と叫んだりと、とても楽しそうにしていました。会
場は盛り上がり、子どもたちの笑顔がはじけるひと時とな
りました。

　１月１９日、今年初めてとなるカツオ船が勝浦漁港に入港しま
した。一番船は、三重県志摩市の第二十七源吉丸（１４９トン）
で、１月１１日に地元和具港を出港後、小笠原諸島南方で一本釣
り漁を行い、初めての寄港となりました。
　水揚げされたカツオはおよそ１６トン。６キロ以上の大きな
カツオが中心で、船からベルトコンベアーに乗せられたカツオ
は手早く選別。入札が行われ、東京・築地などの首都圏へ出荷
されました。

「豊栄の舞」を奉納 伝承会による「御狩囃子」

さぁみんなでいっしょに♪「テキーラ！」

水揚げされたカツオを手早く選別
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Katsuura Topics

MY STAGE

監視活動に尽力

「産業廃棄物関係事業
功労者」表彰

夷隅郡市中学校英語発表会 夷隅郡市小中学校席書大会

　不法投棄監視
員として、多年
にわたり環境保
全活動に尽力し
た功績が認めら
れ、鈴木恒夫さ
ん（大沢）に、千
葉県環境生活部
長感謝状が贈ら
れました。

【
市
議
会
議
長
賞
】

　

石
川　

実
祐
（
上
野
小
６
年
）

　

軽
込　

波
音
（
勝
浦
中
１
年
）

【
教
育
委
員
長
賞
】

　

一
柳　

音
穏　

（
勝
浦
小
４
年
）

　

渡
邉　

日
茉
莉
（
興
津
中
２
年
）

【
教
育
長
賞
】 

　

鈴
木　

隆
生
（
勝
浦
小
５
年
）

　

長
野　

力
己
（
北
中
３
年
）

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
長
賞
】

　

麻
生　

七
菜
海
（
勝
浦
小
３
年
）

　

堀
込　

俊
平　

（
北
中
２
年
）

【
校
長
会
長
賞
】

　

滝
口　

嵩
二
朗
（
上
野
小
２
年
）

　

森　
　

紅
緒　

（
興
津
中
１
年
）

◇１年暗唱の部
第１位　　軽込　波音・田中　里奈（勝浦中）

◇金賞
　渡邉　日茉莉（興津中）

※１月１３日号（No. ８２５）、８頁の MY STAGE において、掲載漏れとの報告がありましたので再掲いたします。

第
59
回
市
内
小
中
学
校
書
初
展

【
市
長
賞
】

千
葉　

美
祿
（
勝
浦
小
５
年
）

酒
井　

杏
奈
（
興
津
中
３
年
）

【
教
頭
会
長
賞
】

　

石
井　

麻
結
（
勝
浦
小
２
年
）

　

長
野　

多
希
（
北
中
１
年
）

【
教
育
研
究
会
長
賞
】

　

鈴
木　

蓮
香
（
豊
浜
小
６
年
）

　

軽
込　

雄
斗
（
勝
浦
中
３
年
）

【
特
選
】

　

三
上　

廣
花
（
勝
浦
小
６
年
）

　

中
山　

苺　

（
勝
浦
小
６
年
）

　

栗
原　

梨
穂
（
総
野
小
６
年
）

　

髙
橋　

杏
弥
（
郁
文
小
６
年
）

　

川　

諒　

（
興
津
小
２
年
）

　

塩
田　

優
芽
（
総
野
小
１
年
）

　

加
藤　

穂
夏
（
豊
浜
小
１
年
）

　

三
上　

翔
大
（
勝
浦
中
２
年
）

　

山
本　

真
優
（
勝
浦
中
２
年
）

　リオオリンピックに陸上競
技コーチとして参加した櫻井
健一さんを講師に迎え、オリン
ピック・パラリンピックシン
ポジウムが、１月２４日、国際
武道大学で開催され、貴重な現
地での体験や感想を聴こうと
多くの学生が集まりました。
　東京オリンピックに向けて、櫻井さんは学生たちに「スポー
ツをする人は目指すべき大会。競技をしない人もボランティ
アなどで関わってほしい」と、力強く語りました。

２０２０年東京オリンピックに向け

オリンピック・パラリンピック
シンポジウム

鈴木恒夫さん

貴重な体験談を語る櫻井さん
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地
元
の
人
た
ち
の
支
え
も
あ
り
な
が
ら
、
三

年
前
に
雛
飾
り
を
実
現
。
以
後
、
毎
年
飾
り

付
け
を
行
い
、
今
年
も
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り

期
間
中
の
毎
日
、
雛
人
形
の
展
示
を
す
る
予

定
だ
。

　　

そ
ん
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
小
林
さ
ん
。
一
時

期
東
京
で
暮
ら
し
て
い
た
も
の
の
、
瀧
口
神

社
を
見
て
く
れ
て
い
た
宮
守
が
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
神
職
の
資

格
を
持
っ
て
い
た
小
林
さ
ん
が
、
瀧
口
神
社

で
禰
宜
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
正
直
、

不
安
だ
ら
け
で
し
た
よ
」
と
振
り
返
る
小
林

さ
ん
。
二
〇
一
一
年
に
瀧
口
神
社
で
禰
宜
を

務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
神
職
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
武
道
大
学

の
職
員
と
し
て
会
計
事
務
も
こ
な
す
、
二
足

の
草
鞋
を
履
く
日
々
だ
。

　

そ
れ
で
も「
立
地
も
最
高
に
い
い
で
す
し
。

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
お
宮
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
地
道
に
神
社
の
可
能

性
に
磨
き
を
か
け
る
日
々
だ
。
友
人
と
と
も

に
Ｕ
字
溝
の
工
事
や
ペ
ン
キ
塗
り
、
木
を
植

え
替
え
た
り
と
、
自
ら
境
内
の
整
備
を
手
が

け
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
に
甘
酒
や
味
噌
田
楽
を

振
る
舞
う
な
ど
、
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を
使
う
よ
う
に
な
っ

緑
の
山
並
み
が
海
岸
線
ま
で
伸
び
る
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
風
景
を
バ
ッ
ク
に
、
潮
風
を
浴

び
る
お
雛
様
。
そ
の
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
、
勝
浦
の
早
春
の
風
景
と
し
て
、
は
っ
き

り
と
見
る
者
の
記
憶
に
刻
ま
れ
る
。
か
つ
う

ら
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
、
部
原
地
区

に
あ
る
神
社
〝
瀧
口
神
社
〞
で
、
海
に
臨
む

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
、
雛
飾
り
が
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
。

　
「
部
原
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
さ
ん
に
、
お

雛
様
を
並
べ
た
り
片
付
け
し
た
り
す
る
の
を

手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
。
台
の
設
置
も
総
代
さ

ん
に
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
」
と
、
こ
れ

ま
で
の
雛
飾
り
の
様
子
を
話
す
、
瀧
口
神
社

の
禰ね

ぎ宜
、
小
林
斎
紀
さ
ん
。
神
社
で
の
雛
飾

り
を
思
い
つ
い
た
張
本
人
で
あ
る
。
か
ね
て

か
ら
部
原
地
区
に
、
地
区
の
祭
り
以
外
に
目

立
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
な
か
っ
た
た
め
、
何
か

し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。「
私

一
人
で
は
イ
チ
か
ら
始
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り
は
勝
浦
市
全

体
で
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
な
ら

無
理
な
く
地
域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
か
な
と
思
い
ま
し
て
」。
考
え
が
ま
と

ま
っ
た
ら
、「
動
き
出
さ
な
い
と
進
ま
な
い
」

と
、す
ぐ
に
行
動
を
移
す
の
が
小
林
さ
ん
流
。

市
役
所
に
掛
け
合
い
雛
人
形
を
借
り
受
け
、
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サ
ー
フ
ィ
ン
の
世
界
大
会
が
行
わ
れ
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
部へ
ば
ら原
の
海
。
ま
た
今
年
も
、

そ
の
青
く
輝
く
海
原
に
、
艶
や
か
な
雛
人
形

た
ち
が
彩
り
を
添
え
る
日
が
や
っ
て
く
る
。

海
原
に
映
え
る
お
雛
様

た
。「
地
元
の
方
以
外
に
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン

住
ま
い
の
方
た
ち
に
も
ご
参
拝
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」。
そ
う
語
る
小

林
さ
ん
。「
神
社
が
少
し
ず
つ
み
な
さ
ま
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
、
そ
の

歩
み
は
常
に
前
向
き
だ
。

　

昨
年
の
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
に

は
、
雛
飾
り
に
彩
ら
れ
た
境
内
で
結
婚
式
も

行
わ
れ
た
。
実
は
こ
の
結
婚
式
、
勝
浦
市
の

1983 年 4 月 7 日生まれ。実家は石段
のお雛様でおなじみの遠見岬神社。長生
高校卒業後、理数系大学へ。在学中、国
学院大学での講習、深川の富岡八幡宮で
の研修を経て神職の資格を得る。2010
年秋に勝浦にUターン。翌年から瀧口神
社の禰宜（宮司を補佐する神職）と就く
とともに、国際武道大学の職員として働
き始める。今年の3月には待望の第一子
が誕生予定

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
補
助
を
活

用
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
。「
結
婚
式
っ
て

市
外
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
そ
れ
っ
て
す
ご
く
も
っ
た
い
な
い
と

思
う
ん
で
す
」と
強
調
す
る
小
林
さ
ん
。も
っ

と
地
元
に
、
勝
浦
と
い
う
地
域
に
可
能
性
が

あ
り
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
関
わ
る
人

た
ち
に
良
い
影
響
が
及
ん
で
ゆ
く
と
。

　
「
歴
史
の
あ
る
も
の
っ
て
、
観
光
に
な
り

得
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
十
月
末
か
ら
十
一

月
上
旬
の
間
に
カ
ミ
ノ
タ
チ
神
事
と
い
う
、

神
様
を
見
送
る
神
事
を
行
う
ん
で
す
が
、
私

が
舞
を
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
か

ら
は
女
性
の
方
に
も
舞
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
神
社

を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
そ
し
て
部
原
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。

今
後
は
、
か
つ
て
神
社
で
行
わ
れ
て
い
た
祭

り
を
復
活
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
意
気
込
む
。「
神
社
と

し
て
で
き
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
は
大
変
で

す
け
ど
、
部
原
の
み
な
さ
ん
に
、
本
当
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
」。
そ
う

語
る
小
林
さ
ん
。
神
職
、
大
学
職
員
と
い
う

二
足
の
草
鞋
に
と
ど
ま
ら
ず
、〝
地
域
〞
と

い
う
三
足
目
の
草
鞋
を
履
き
な
が
ら
、
勝
浦

の
未
来
を
創
っ
て
ゆ
く
。

勝
浦
の
酒
の
新
基
軸

磨
け
ば
光
る
と
信
じ
て

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
草
鞋

を
履
き
な
が
ら

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な
が

り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

毎年 7月の第一土曜日に行われる部原の祭り。瀧口神社を出発した神輿は、集落内を
練り歩く。子ども神輿も出て賑わう

創建は782年と伝わる瀧口神社。かつては湯立
神事や粽（ちまき）神事などが行われていたと
いう

太
平
洋
と
リ
ア
ス
式
海
岸
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
風
景

に
、色
鮮
や
か
な
雛
人
形
が
映
え
る
。
今
年
も
か
つ
う

ら
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
、
境
内
に
飾
ら
れ
る
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地
元
の
人
た
ち
の
支
え
も
あ
り
な
が
ら
、
三

年
前
に
雛
飾
り
を
実
現
。
以
後
、
毎
年
飾
り

付
け
を
行
い
、
今
年
も
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り

期
間
中
の
毎
日
、
雛
人
形
の
展
示
を
す
る
予

定
だ
。
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資
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が
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瀧
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神
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で
禰
宜
を
務
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る
こ
と
に
な
っ
た
。「
正
直
、

不
安
だ
ら
け
で
し
た
よ
」
と
振
り
返
る
小
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。
二
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一
一
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瀧
口
神
社
で
禰
宜
を
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よ
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に
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在
に
至
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ま

で
、
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だ
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で
は
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、
国
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道
大
学

の
職
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と
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て
会
計
事
務
も
こ
な
す
、
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を
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と
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」
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に
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社
の
可
能
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に
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を
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る
日
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だ
。
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と
と
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に
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字
溝
の
工
事
や
ペ
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、
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を
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え
替
え
た
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と
、
自
ら
境
内
の
整
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を
手
が
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て
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っ
た
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ま
た
、
年
末
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始
に
甘
酒
や
味
噌
田
楽
を

振
る
舞
う
な
ど
、
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
以
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に
気
を
使
う
よ
う
に
な
っ

緑
の
山
並
み
が
海
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線
ま
で
伸
び
る
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
風
景
を
バ
ッ
ク
に
、
潮
風
を
浴

び
る
お
雛
様
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そ
の
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
、
勝
浦
の
早
春
の
風
景
と
し
て
、
は
っ
き

り
と
見
る
者
の
記
憶
に
刻
ま
れ
る
。
か
つ
う

ら
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
、
部
原
地
区

に
あ
る
神
社
〝
瀧
口
神
社
〞
で
、
海
に
臨
む

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
、
雛
飾
り
が
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
。

　
「
部
原
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
さ
ん
に
、
お

雛
様
を
並
べ
た
り
片
付
け
し
た
り
す
る
の
を

手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
。
台
の
設
置
も
総
代
さ

ん
に
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
」
と
、
こ
れ

ま
で
の
雛
飾
り
の
様
子
を
話
す
、
瀧
口
神
社

の
禰ね

ぎ宜
、
小
林
斎
紀
さ
ん
。
神
社
で
の
雛
飾

り
を
思
い
つ
い
た
張
本
人
で
あ
る
。
か
ね
て

か
ら
部
原
地
区
に
、
地
区
の
祭
り
以
外
に
目

立
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
な
か
っ
た
た
め
、
何
か

し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。「
私

一
人
で
は
イ
チ
か
ら
始
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り
は
勝
浦
市
全

体
で
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
な
ら

無
理
な
く
地
域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
か
な
と
思
い
ま
し
て
」。
考
え
が
ま
と

ま
っ
た
ら
、「
動
き
出
さ
な
い
と
進
ま
な
い
」

と
、す
ぐ
に
行
動
を
移
す
の
が
小
林
さ
ん
流
。

市
役
所
に
掛
け
合
い
雛
人
形
を
借
り
受
け
、
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サ
ー
フ
ィ
ン
の
世
界
大
会
が
行
わ
れ
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
部へ
ば
ら原
の
海
。
ま
た
今
年
も
、

そ
の
青
く
輝
く
海
原
に
、
艶
や
か
な
雛
人
形

た
ち
が
彩
り
を
添
え
る
日
が
や
っ
て
く
る
。

海
原
に
映
え
る
お
雛
様

た
。「
地
元
の
方
以
外
に
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン

住
ま
い
の
方
た
ち
に
も
ご
参
拝
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」。
そ
う
語
る
小

林
さ
ん
。「
神
社
が
少
し
ず
つ
み
な
さ
ま
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
、
そ
の

歩
み
は
常
に
前
向
き
だ
。

　

昨
年
の
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
に

は
、
雛
飾
り
に
彩
ら
れ
た
境
内
で
結
婚
式
も

行
わ
れ
た
。
実
は
こ
の
結
婚
式
、
勝
浦
市
の

1983 年 4 月 7 日生まれ。実家は石段
のお雛様でおなじみの遠見岬神社。長生
高校卒業後、理数系大学へ。在学中、国
学院大学での講習、深川の富岡八幡宮で
の研修を経て神職の資格を得る。2010
年秋に勝浦にUターン。翌年から瀧口神
社の禰宜（宮司を補佐する神職）と就く
とともに、国際武道大学の職員として働
き始める。今年の3月には待望の第一子
が誕生予定

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
補
助
を
活

用
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
。「
結
婚
式
っ
て

市
外
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
そ
れ
っ
て
す
ご
く
も
っ
た
い
な
い
と

思
う
ん
で
す
」と
強
調
す
る
小
林
さ
ん
。も
っ

と
地
元
に
、
勝
浦
と
い
う
地
域
に
可
能
性
が

あ
り
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
関
わ
る
人

た
ち
に
良
い
影
響
が
及
ん
で
ゆ
く
と
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「
歴
史
の
あ
る
も
の
っ
て
、
観
光
に
な
り

得
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
十
月
末
か
ら
十
一

月
上
旬
の
間
に
カ
ミ
ノ
タ
チ
神
事
と
い
う
、

神
様
を
見
送
る
神
事
を
行
う
ん
で
す
が
、
私

が
舞
を
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
か

ら
は
女
性
の
方
に
も
舞
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
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そ
う
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
神
社

を
知
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て
い
た
だ
く
、
そ
し
て
部
原
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
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今
後
は
、
か
つ
て
神
社
で
行
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て
い
た
祭
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を
復
活
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い
く
こ
と
で
地
域
を
盛
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上
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た
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と
意
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神
社
と
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で
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こ
と
で
地
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に
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い
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た
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と
思
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ま
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一
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で
は
大
変
で

す
け
ど
、
部
原
の
み
な
さ
ん
に
、
本
当
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
」。
そ
う

語
る
小
林
さ
ん
。
神
職
、
大
学
職
員
と
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う

二
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の
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鞋
に
と
ど
ま
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ず
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地
域
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う
三
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目
の
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、
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勝
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ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

毎年 7月の第一土曜日に行われる部原の祭り。瀧口神社を出発した神輿は、集落内を
練り歩く。子ども神輿も出て賑わう

創建は782年と伝わる瀧口神社。かつては湯立
神事や粽（ちまき）神事などが行われていたと
いう

太
平
洋
と
リ
ア
ス
式
海
岸
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
風
景

に
、色
鮮
や
か
な
雛
人
形
が
映
え
る
。
今
年
も
か
つ
う

ら
ビ
ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
、
境
内
に
飾
ら
れ
る

取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　☎0470-73-6654

三
足
の
草わ

ら
じ鞋

を
履
き
、

彩
り
あ
る
未
来
を

小林斎
なお

紀
き

さん

season2シーズン



※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
17
日
発
行
号
に
掲
載
す
る
作
品
は
、
２
月
23
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
俳
句
会
　

門
松
に
平
和
の
願
い
託
し
け
り

久
我
　
正
子

畳
な
づ
く
山
海
雲
を
初
茜

北
条
　
杜
岡

東
雲
に
平
安
い
の
る
年
初
か
な

池
田
す
み
子

子
ら
帰
り
常
の
生
活
や
七
日
粥

石
井
れ
い
子

縫
初
は
宝
づ
く
し
の
刺
繍
衿

関
野
　
汀
華

事
も
無
く
終
る
元
旦
夕
茜

高
梨
　
信
子

永
ら
え
て
卒
寿
迎
え
し
去
年
今
年藤

井
　
和
子

船
名
で
寿
詞
祝
ぎ
け
り
初
弁
天

田
邊
　
観
潮

俳
句
（
一
般
）

茂
吉
忌
や
官
軍
塚
に
海
の
ぞ
む

江
澤
　
茂
子

初
日
の
出
茜
と
な
じ
む
海
の
紺

久
我
マ
ツ
子

飛
梅
に
絵
馬
の
花
咲
く
初
詣

福
山
　
富
二

心
地
良
き
出
で
湯
の
外
は
猛
吹
雪篠

原
　
一
代

紅
椿
い
た
む
心
を
な
ぐ
さ
め
り

鬼
久
保
里
子

昭
和
の
芸
家
族
と
二
匹
笑
初

里
見
ふ
み
子

初
日
の
出
ス
マ
ホ
構
え
し
孫
娘
め瀧

口
　
和
男

市
短
歌
会

地
の
神
が
鎮
ま
り
地な

い震
の
な
き
こ
と
を

　
祈
る
坂
東
笠か

さ
も
り森

詣も
う

で

那
須
　
真
治

初
め
て
の
嫁
を
迎
え
る
正
月
に

　
丹
誠
込
め
る
御
重
三
段

大
槻
　
晏
子

お
年
玉
あ
げ
て
喜
び
あ
り
が
と
う

　
貰
い
て
嬉
し
吾
も
若
き
も

藤
江
あ
け
み

元
旦
に
子
ら
の
揚
げ
た
る
凧
見
上
げ

　
「
平
和
よ
続
け
」
と
叫
ん
で
み
た
し

遠
藤
　
久
子

空
と
海
の
青
に
包
ま
れ
暮
ら
し
を
り

　
夢
が
叶
ひ
て
海
辺
の
町
に

岩
崎
　
千
恵

暖
か
き
光
さ
す
時
香
の
立
ち
て

　
睦
月
の
庭
に
ろ
う
梅
咲
き
初
む黒

沼
　
令
子

軟
膏
の
匂
い
が
嫌
い
と
言
い
し
人

　
思
い
出
し
つ
つ
手
の
甲
に
塗
る渡

辺
　
洋
子

新
春
に
久
留
里
訪
れ
見
渡
せ
ば

　
白
き
冠
雪
富
士
悠
悠
と

松
村
　
憲
子

真
白
に
霜
を
ま
と
い
し
立
枯
れ
の

　
荒
草
朝
日
に
き
ら
り
と
光
り

小
沢
き
み
枝

鮮
や
か
な
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
華
や
ぎ
は

　
ま
だ
ク
リ
ス
マ
ス
の
余
韻
を
残
す

柴
代
　
信
子

凪
て
海
と
り
ど
り
の
群あ

お青
重
な
り
ぬ

　
波
穏
や
か
に
初は

る春
の
夕
暮
れ

吉
野
佳
世
子

青
空
に
取
り
残
さ
れ
て
鈴
な
り
の

　
年
の
始
め
の
柚
子
は
黄
の
色

佐
藤
　
歌
子

ダ
イ
ヤ
富
士
テ
レ
ビ
に
映
る
そ
の
雄
姿

　
こ
の
目
に
と
ど
め
し
一
人
の
暮
し

細
野
千
枝
子

こ
の
年
も
木も

く

目め

た
だ
し
き
餅
板
に

　
迎
春
の
餅
平
ら
か
に
の
す

里
見
　
絹
枝

七
人
目
の
ひ
孫
は
生
ま
れ
京
一
郎

　
抱
け
ば
ふ
ん
わ
り
無
心
に
笑
う鈴

木
　
芳
子

恙
が
な
く
米
寿
の
坂
を
着
ぶ
く
れ
て

　
明
け
ゆ
く
新は

る春
に
拍
手
を
打
つ海

老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

盛
り
土
な
き
地
下
に
群
れ
咲
く
百
合
の
花

　
病わ
く
ら
ば葉

多
く
結
実
遠
し

福
山
　
富
二

ロ
ー
バ
イ
の
淡あ
わ

き
か
ほ
り
の
な
つ
か
し
や

　
主
去
り
し
門か

ど

べ戸
に
そ
っ
と
咲
き
お
り

鬼
久
保
里
子

春
来
れ
ば
吾
が
学
び
舎
は
閉
校
す

　
回
覧
の
文
字
を
黙
し
て
読
み
ぬ里

見
ふ
み
子

白し
ろ
ぬ
さ幣

も
大
漁
旗ば

た

も
な
び
か
せ
て

　
船
三み

廻め
ぐ
りす
初
日
さ
す
海

田
邊
　
観
潮

あなたのお店を宣伝してみませんか？有料広告募集中

問合せ　企画課広報統計係　☎７３－６６５７

１号広告　4.5 ｃｍ× 8.5 ｃｍ　10,000 円（15,000 円）

２号広告　4.5 ｃｍ× 17 ｃｍ　20,000 円（30,000 円）

３号広告　 9ｃｍ× 8.5 ｃｍ　20,000 円（30,000 円）

広告の規格・料金
（　）内は市外の方の料金
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相談日

3月

まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

●相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（予約）（☎番号）

●合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

　７日（火）

１３時～１５時（受付時間）

保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

１４日（火） 総野集会所 企画課　　　　  （７３－６６５７）

２１日（火） 市役所 市民課　　　　  （７３－６６１２）

●市民法律相談（★予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

　９日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２４日（金）

●家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・水・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

●学校教育に関する相談

火・水・金曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

●交通事故巡回相談

２１日（火） １０時～１５時 市役所 生活環境課（７３－６６４１）

●消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

●損害保険に関する相談、トラブル解決機関（★電話および面談）

祝日を除く月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター
東京

日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京
（０５７０－０２２－８０８）

●弁護士による交通事故無料相談　（★予約制・面談のみ）

第３水曜日 １３時３０分～１５時３０分 電話で確認 日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京
（０５７０－０２２－８０８）

●女性のための総合相談　

祝日を除く火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター
（０４－７１４０－８６０５）

●男性のための総合相談

祝日を除く火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター
（０４３－２８５－０２３１）

●精神障害者の自立・社会参加に関する相談

土・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

●ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会
（０１２０－５３－４１４１）

●千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（★予約制）

祝日を除く月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション
（０４７５－２３－５５１５）

●２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

●電話 de 詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル
（０１２０－４９４－５０６）
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

勝
浦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
者
募
集

シ
ニ
ア
従
業
員
の

お
仕
事
説
明
会
in
勝
浦

石
井
久
雄
福
祉
手
当
に
つ
い
て

　

勝
浦
市
で
は
、
故
石
井
久
雄
氏

の
寄
付
金
を
も
と
に
し
た
石
井
久

雄
福
祉
手
当
を
年
１
回
、
重
度
障

害
児
ま
た
は
、
交
通
遺
児
を
養
育

す
る
方
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

  【
支
給
対
象
者
】

　

３
月
１
日
現
在
、
勝
浦
市
に
住

所
を
有
し
、
18
歳
未
満
重
度
心
身

障
害
児
（
療
育
手
帳
Ａ
の
１
ま
た

は
２
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま

た
は
２
級
）
ま
た
は
交
通
事
故
に

よ
り
父
母
ま
た
は
父
母
の
一
方
と

死
別
し
た
義
務
教
育
修
了
前
の
児

童
を
養
育
す
る
方
。

  【
支
給
額
】

　

児
童
１
人
に
つ
き
２
万
５
千
円

  【
申
請
に
あ
た
っ
て
の
必
要
書
類
】

・
石
井
久
雄
福
祉
手
当
申
請
書      

 

（
用
紙
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

・
重
度
障
害
児
に
あ
っ
て
は
障
害

の
程
度
を
証
す
る
書
類
（
各
手

帳
）

・
交
通
遺
児
に
あ
っ
て
は
交
通
事

故
死
を
証
す
る
書
類

・
申
請
者
本
人
名
義
の
通
帳
の
写

し

  【
申
請
期
間
】

　

３
月
１
日
㈬
～
３
月
13
日
㈪

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

 

（
土
日
は
除
き
ま
す
）

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

母
子
及
び
父
子
世
帯
等
高
校

　

就
学
費
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

勝
浦
市
で
は
、
母
子
お
よ
び
父

子
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と

就
学
奨
励
を
図
る
た
め
、
市
内
に

居
住
す
る
母
子
ま
た
は
父
子
家
庭

で
高
等
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
、
年
１
回
、
２
万

円
の
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

  【
補
助
金
支
給
対
象
者
】

　

勝
浦
市
に
住
所
を
有
す
る
母
子

ま
た
は
父
子
家
庭
で
あ
り
、
３
月

１
日
現
在
、
高
校
在
学
中
の
生
徒

の
保
護
者
（
養
育
者
を
含
む
）
。

  【
申
請
に
あ
た
っ
て
の
必
要
書
類
】

・
勝
浦
市
母
子
及
び
父
子
世
帯
等

高
等
学
校
等
就
学
費
補
助
金
交

付
申
請
書
な
ら
び
に
請
求
書

 

（
用
紙
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

・
在
学
証
明
書
（
原
本
）

・
申
請
者
本
人
名
義
の
通
帳
の
写

し

  【
申
請
期
間
】

　

３
月
１
日
㈬
～
３
月
17
日
㈮

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

 

（
土
日
は
除
き
ま
す
）

問
合
せ　

福
祉
課
児
童
係

　
　
　

☎
73

−

６
６
１
８

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

第
９
回
親
塾
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

小
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
会
を
定
期
的
に
行

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

①
４
～
７
月
②
９
月
～
12
月

　

全
16
回
（
月
２
回
月
曜
日
）

　

19
時
～
21
時

場
所

　

国
際
武
道
大
学
３
号
館
体
育
館

対
象　

小
学
生
以
上

参
加
費（
年
会
費
）

　

小
中
学
生　

（
２
，
０
０
０
円
）

　

高
校
生
以
上
（
３
，
０
０
０
円
）

※
平
成
29
年
度
よ
り
新
規
加
入
の
方

は
、
年
会
費
の
ほ
か
に
メ
ン
バ
ー

Ｔ
シ
ャ
ツ
代
２
，
０
０
０
円
を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す

※
日
程
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

３
月
23
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

社
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
５

　

教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財
・
史

跡
な
ど
を
探
訪
し
、
郷
土
の
歴
史
に

触
れ
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
自
立
の
為
に
、
親
は
何

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
…
。
若
者
た

ち
が
ど
ん
な
考
え
や
気
持
ち
で
い
る

の
か
理
解
し
、
保
護
者
も
含
め
大
人

が
知
っ
て
お
く
べ
き
若
者
へ
の
接
し

方
や
声
か
け
の
方
法
か
ら
親
子
の
関

係
修
復
、
就
労
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、
悩

み
の
解
決
方
法
を
伝
授
！

日
時　

３
月
４
日
㈯　

13
時
～
16
時

場
所　

市
原
市
教
育
委
員
会　

学
校

教
育
部
教
育
セ
ン
タ
ー　

３
階
研

修
室
１

　

高
齢
者
の
見
守
り
や
雇
用
促
進
な

ど
を
推
進
す
る
た
め
、
勝
浦
市
・
い

す
み
市
・
大
多
喜
町
・
御
宿
町
と
セ

ブ
ン

−

イ
レ
ブ
ン
が
協
定
を
結
び
、

４
市
町
合
同
で
、
短
時
間
勤
務
の
制

度
や
配
達
、
清
掃
、
品
出
し
、
レ
ジ

接
客
な
ど
の
仕
事
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

３
月
17
日
㈮

　

13
時
～
14
時
30
分

会
場　

勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

２
階
多
目
的
室

費
用　

無
料

定
員　

40
名

対
象　

60
歳
以
上
の
方

 　
　

（
年
齢
制
限
な
し
）

申
込
・
問
合
せ　

観
光
商
工
課

　

☎
73

−

６
６
４
１

日
時　

３
月
17
日
㈮

　

８
時
30
分
（
市
役
所
前
出
発
）

　

17
時
（
市
役
所
帰
着
予
定
）

予
備
日　

３
月
22
日
㈬

対
象
者　

勝
浦
市
民

開
催
予
定
地　

南
房
総
市
内
（
崖
ノ

観
音
・
大
房
岬
公
園
・
道
の
駅
と

み
う
ら
枇
杷
倶
楽
部
な
ど
）

参
加
費　

50
円
（
保
険
料
と
し
て
）

定
員　

30
名

交
通
機
関　

あ
じ
さ
い
号

申
込
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
３
月
８

日
㈬
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
８
時

30
分
～
17
時
15
分
）

※
参
加
費
を
添
え
て
社
会
教
育
課
窓

口
に
申
し
込
み

※
１
名
に
つ
き
２
名
分
ま
で
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

※
昼
食
は
各
自
弁
当
持
参

申
込
・
問
合
せ　

社
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
５

定
員　

90
名

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

予
約
制
と
な
り
ま
す
。

お
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー

ム
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
28
日
㈫
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
来
場
の
際
は
公
共
の
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ち
ば
南
東
部
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎　

０
４
７
５

−

23

−

５
５
１
５

Fax
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刑法犯認知件数【少ない順】〔１月～１２月〕　

１２月末も県内 37 市中、第１位でした！
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 146 ー 61 件
２ 南房総市 187 ー 31 件
３ 鴨川市 279 ー 22 件

ご み 処理状況〔12 月〕　(   ) 内は前年同月比

■１２月分処理量： 
 平成２８年度累計  

690.416t（23.04% 増）
5964.981t

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ：

555.460t（29.28% 増）
134.956t（ 2.63% 減）

市民のうごき〔１月現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１８，４３０
９，２７５
９，１５５

人（８４減）
人（５６減）
人（２８減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

３７
７６

６
４９

０
２
０

人
人
人
人
人
人
人

■８，８７２世帯 （５１減）

交通事故件数〔１月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　３０件　
○人身事故…
　　死者数：
　　傷者数：
○物損事故…

２件
０人
４人

２８件

消防署の出動〔１月〕
勝浦消防署　☎８０−０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　３件（３）
■救急：１０３件

労
災
職
業
病

な
ん
で
も
相
談
会

第３日曜日 ２月１９日

8：30～12：30第１日曜日 ３月　５日

第３日曜日 ３月１９日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

青
色
申
告
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方
へ

　

防
衛
省
で
は
、
左
記
の
と
お
り
一

般
幹
部
候
補
生
・
予
備
自
衛
官
補
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
要

員
（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛

官
）
、
飛
行
要
員
（
海
上
・
航
空

自
衛
官
）
、
歯
科
薬
剤
科
）

応
募
資
格　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

方
（
大
学
院
卒
者
は
28
歳
未
満
）

受
付
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
５
月
５

日
㈮　

※
締
切
日
必
着

試
験
期
日　

１
次
試
験　

５
月
13
日

㈯
・
14
日
㈰
（
歯
科
薬
剤
科
は
５

月
13
日
㈯
の
み
）

■
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

方
受
付
期
間　

４
月
７
日
㈮
ま
で

　

※
締
切
日
必
着

試
験
期
日　

４
月
14
日
㈮
～
18
日
㈫

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

■
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
国
家
資
格

な
ど
を
有
す
る
方

受
付
期
間　

４
月
７
日
㈮
ま
で

　

※
締
切
日
必
着

試
験
期
日　

４
月
14
日
㈮
～
18
日
㈫

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

千
葉
地
方
協
力
本
部
茂
原

地
域
事
務
所

　

☎
０
４
７
５

−

25

−

０
４
５
２

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客

観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー

ル
で
す
。
青
色
申
告
に
は
、
税
制
上

の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早

速
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め

に
は
、
個
人
の
場
合
、
平
成
29
年
３

月
15
日
ま
で
に
最
寄
り
の
税
務
署
に

「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
え
ば
、
平
成
29
年

分
の
所
得
か
ら
、
青
色
申
告
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
（
申
告
時
期
は
平

成
30
年
２
月
～
３
月
）
。

　

な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地

域
の
活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青

色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対

象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
自
然
災
害
に
よ
る
収
量

減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
な
ど

も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る

仕
組
み
で
す
。

  【
制
度
の
主
な
内
容
】

○
農
業
者
ご
と
の
農
産
物
の
販
売
収

入
全
体
の
収
入
減
少
を
補
て
ん
す

る
任
意
加
入
の
制
度
。

○
加
入
対
象
者
は
、
５
年
以
上
の
青

色
申
告
実
績
が
あ
る
農
業
者
が
基

本
。
た
だ
し
、
青
色
申
告
（
簡
易

な
方
式
を
含
む
）
実
績
が
１
年
分

あ
れ
ば
加
入
可
能
。

　

解
決
の
た
め
の
助
言
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

受
付
時
間　

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
～

金
曜
日　

８
時
30
分
～
12
時
、
13

時
～
16
時
30
分

問
合
せ　

財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所

債
務
相
談
窓
口

　

☎
０
４
３

−

２
５
１

−

７
８
３
０

日
時　

２
月
25
日
㈯

　
　
　

13
時
～
16
時

会
場　

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

ー
セ
ン
タ
ー

対
応
者　

弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生

管
理
者
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

ほ
か

費
用　

無
料
（
予
約
不
要
、
当
日
受

け
付
け
）

問
合
せ　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

　

☎
０
４
３

−

２
２
５

−

４
５
６
７

○
当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９

割
（
５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績

が
あ
る
場
合
）
を
下
回
っ
た
場
合

に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
を
補
て

ん
。

○
基
準
収
入
は
、
農
業
者
ご
と
の
過

去
５
年
間
の
農
産
物
の
販
売
収
入

の
平
均
（
５
中
５
）
を
基
本
に
設

定
。

○
「
掛
捨
て
の
保
険
方
式
」
と
「
掛

捨
て
と
な
ら
な
い
積
立
方
式
」
の

組
み
合
わ
せ
。
積
立
方
式
は
選
択

制
。

○
保
険
料
（
50
％
国
庫
補
助
）
は

掛
捨
て
、
積
立
金
（
75
％
国
庫
補

助
）
は
補
て
ん
が
な
け
れ
ば
持
ち

越
し
。

○
類
似
制
度
（
農
業
共
済
や
ナ
ラ
シ

対
策
等
）
と
は
選
択
加
入
。

問
合
せ　

詳
細
は
、
農
林
水
産
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
関
東
農
政
局

千
葉
県
拠
点
地
方
参
事
官
室
ま
で 

  
☎
０
４
３

−

２
２
４

−

５
６
１
１
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『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
３
月
３
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 
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勝
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３
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髙森　美由紀　作
出版社：フレーベル館

　　総野小学校　６年
渡邉　幸乃 

　私の将来の夢は、保育士になることです。私は
ピアノを習っています。
　夏休みに職場体験の学習で、総野保育所に行っ
たときに、小さい子達が、たくさん寄ってきてく
れてとてもうれしかったです。そして、大変な仕
事であり、楽しいやりがいのある仕事だと強く感
じることができました。
　私は、専門学校に行き保育士をめざしていきた
いです。だから、ピアノも練習して上手になり、
小さい子達に聞かせてあげたいと思います。そし
て笑顔にし、ピアノの楽しさを伝えてあげたいで
す。
　ピアノの音が鳴りひびき、笑い声と明るい声
いっぱいの保育所にしていきたいです。

「保育士を
　　めざして」

　友達のいないノボル
のうちに、ある日、同
じ学年の男の子が引っ
こしてきた。名前は有
田ケイタ。震災で津波
におそわれた岩手から
やって来た。有田は一
台のカメラをなぜか

ずっとはなそうとしない。一人ぼっちのノボルの
心は、有田がカメラごしに見る世界といっしょに、
少しずつ変わっていく。

○わたしのゆたんぽ　　　○まゆげちゃん
○ドクター・スリープ　　○うめ婆行状記
○雑学子どもにウケるたのしい日本
○だれにも聞けない料理のギモン解決します！

コレも読んで！

コレ読んで！図書館
からの
コレ読んで！

「巡り会えた幸せを大切に。
　　　　　二人で何があっても歩んでいこう」

『新婚さん』を大募集中！
　６ヶ月以内に入籍し勝浦市に在住するお二人の
ラブラブな画像を募集します！お二人の氏名（ふり
がな）と短いコメント、住所、ご連絡先を同封のうえ、
ご応募ください。写真の場合は返却いたします。

末吉　政巳さん・恵利さん
（沢倉）

ご結婚おめでとう
ございます♪

　　総野小学校　６年

鈴木　彩加

　私の将来の夢は、中学校の教師になることです。
私の両親は高等学校の教師をしています。
　私の父や母は、毎日家で教材研究を熱心に行っ
ています。どう指導したら、分かりやすく教える
ことができるか、真剣に考えています。そして、
生徒がしっかり理解できたときは、とてもうれし
いそうです。
　お母さんから、「教師という仕事は大変だけど、
教え子から『先生に教えてもらってよかった。』
と感謝の言葉を言われるとうれしい気持ちになる
よ。そして、生徒の成長や活躍を知るとうれしい
仕事だよ。」と聞いたとき、私も「教師」になって、
多くの生徒を指導し、生徒のために頑張りたいと
思いました。

「中学校の教師
になりたい」 『いっしょに

　　　アンべ！』

（鴨川市）

太陽のほほえみ
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